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(1)肥厚性硬膜炎及び視神経周囲炎による著明な視力低下を来した

ANCA 関連血管炎の 1 例  
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(2)要旨：症例は 80 歳男性 . ANCA 関連血管炎に PSL で加療を行って

いた . 経過中に頭痛症状に左視力の急激な低下(光覚弁)が出現したため

当科緊急入院となった . 頭部造影 MRI 検査で肥厚性硬膜炎および視神

経周囲炎を認め , ステロイドパルス療法を施行したところ視力は著明に

改善し以後 IVCY を導入して退院となった . 肥厚性硬膜炎 , 視神経周囲

炎は AAV の経過中に発症する稀な合併症であり , ADL の低下や時に生

命予後にも関わるため , 各科と連携しながら積極的に疑い診断 , 治療を

行うことが重要である . 

(3)キーワード：ANCA 関連血管炎 . 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 .  

肥厚性硬膜炎 . 視神経周囲炎 .  

ANCA-associated vasculitis. Eosinophilic polyangiitis granulomatosis 

with polyangiitis. Hypertrophic pachymeningitis. Optic perineuritis.  

短縮タイトル：視神経周囲炎と肥厚性硬膜炎を発症した EGPA 




